
5つの知恵 011-027

１．からだは健康になりたがっている

からだはバランスを崩したとき，自然の状態に戻ろうとする。

健康な状態に戻ろうとするその勢いは人為的に活かすことが可能。

２．治癒は自然の力である

自然治癒力（ヒポクラテス）。

３．からだは1つの全体であり，
すべての部分はひとつにつながっている

統合機能システムとしての人体。部分の変化が全体に影響を及ぼす。

ひざは足関節・股関節の両関節に対する補整関節。

４．こころとからだは分離できない

５．治療家の信念が患者の治癒力に大きく影響する

自分の治療する患者がきっと良くなると信じる
Weil A : Spontaneous Healing,1995(上野圭一訳：癒す心、治る力、p64,角川書店、東京、１９９５)



怨霊の力はすばらしい 011-029
(梅原猛：朝日新聞2004年8月24日、12版31頁)

柳田國男：個人にして神になるには，

1．卓越した能力を持つ， 2．余執が残る形で死ぬ（怨霊）

ex）聖徳太子＝卓越した能力・子孫の惨殺と一家の断絶

柿本人麻呂＝歌の名人・流罪者/刑死者

菅原道真＝学問に卓越・えん罪で太宰府に流罪/死後怨霊

怨霊を志願した千利休

利休の美意識は侘びさびを重んじる。秀吉は室内全体に金箔

「利休めはとかく果報乃ものそかし

菅丞相（かんしょうじょう ＝菅原道真）になるとおもへハ」（死の前の狂歌）

豊臣氏は秀吉の死後17年にして滅びた

利休の子孫であると3千家は今もなお栄えている

怨霊の力は素晴らしい
恨み・辛み・妬み・嫉み。。。は、嬉しい・楽しい・褒める。。。より、

エネルギーが大きい（阿岸鉄三）



011-030



011-050  現代日本医療の霊性・宗教性の重層性

現代日本の医療と霊性・宗教性
表層（後天的・獲得的・教養的・建前論的）：
医療・教育において霊性・宗教性は禁句！オカルトには腰が引ける（どうする？）

。
儒教道徳・精神の追放（paternalism追放）。
情報開示・informed consent・病名告知。移植医療。国境なき医師団・在宅看護

深層（先天的・生来的・遺伝的・民俗的）：
霊性・宗教性を認める。死体に霊魂。葬式・盆・暮れ・祭り（日本式儒教化仏教）
マスコミ的オカルト・占い・祟り・遺恨・怨恨。
儒教的精神（家族内のことは外へ言いたくない。家の恥。外聞が悪い）
病名は本人には言わないで！キリスト教的service/donation精神は未熟・ない？
移植臓器は肉親へ提供。移植のための脳死（日本的捩れ・歪み）。
医療における感性の原初的共鳴（vibrational medicine）・癒しの医療
神仏に祈願/加護・シャーマニズム
cf:most popular CAM in USA prayer

根源的深層精神構造は、霊・霊性を認め、真にグローバル的共通！！



011-051   外来宗教文化に過剰反応、だが消化不良

外来宗教・文化に過剰反応し、宗教論議・宗教闘争の成果なしに、
政治的に宗教改革するのは日本文化の特徴

大和朝廷時代の仏教伝来に八百万多神教（山岳神道）の弱体化
Ÿ神道・仏教の習合、慈悲の心 ｃｆ：薬師・薬師寺・施療院（寺）、神仏に祈願
江戸時代に儒教流布、封建制度の維持に好都合
Ÿ神道・仏教・儒教の習合・日本的仏教 ｃｆ：赤ひげ医道・paternalism
江戸末期からの西欧キリスト教文化伝来に廃仏毀釈
明治政府の近代帝国化・国家神道の擁立
天皇（＝現人神）と天照大神ら（＝現人神のご先祖）に対する信仰 cf：儒教精神
教育勅語（＝現人神への信仰をもとに儒教道徳に近代道徳を加えたものの羅列）
ｃｆ：日本赤十字社・恩賜財団済生会・掖済会
第二次大戦の敗戦によって国家神道も否定（＝現人神が人間宣言）

GHQは、国家神道は否定しても宗教（とくにキリスト教）は否定しなかった！？
共産党の伸張は宗教そのものを否定？
Ÿ過剰反応として医療・教育における霊性・宗教性は禁句！！宗教的習俗衰退
儒教道徳の追放Ÿ社会規範・公徳・公序良俗の喪失
祭りは宗教性のないエンターテインメント・イベントとして復活
霊性・宗教性を認めるキリスト教文化・精神消化しきれない



013ー017 精神の字義

霊性と精神の区別をしなければならない。

精神は心・魂・・物の中核ということである。

日本精神などいう時の精神は，理念または理想，

また倫理性を持っている。

精神的などを言うときには，物質的なるものと対蹠的立場

にあるが，必ずしも宗教性を持ってとは限らぬ。

精神が話されるところ，必ず物質と何らかの形態で

対抗の勢いを示す。

（鈴木大拙：日本的霊性，p1１、岩波文庫，岩波書店，東京，1972（大東出版社,1944））



013ー018 霊性の意義

霊性を宗教意識といってよい。。。

霊性に目覚めることによって初めて宗教がわかる。

普通に精神と言っている働きとは違う。

精神には倫理性があるが，霊性にはそれを超越している。

精神は分別意識を基礎としているが，

霊性は無分別智である。

霊性の直感力は，精神の直感力よりも高次元のもの。。。

（鈴木大拙：日本的霊性，p1６、岩波文庫，岩波書店，東京，1972（大東出版社、1944））



013-020    癒しの心は根源的宗教心

癒しを求めるのは、

ヒトのDNAに記録された森の自然生活への回帰希求
。

自然生活は、アニマ・八百万の神の存在する環境

⇒精霊・多神教信仰

神は癒し給う（パレ） 自然治癒（力）

ヒトは、時代・地域を越えて神に祈る

cf:四国・熊野行脚、top CAM in 2002 USA

願わくば（神に？）

原初的神信仰による安らかな生活を送ることの出来る世
界平和実現へ。現実的には、次（低？）次元の宗教・

文明の衝突で絶えない戦争・民族紛争



013-021    癒しの原体験は森で

例えば...
炎（リゾートの松明の炎・キャンプファイヤー・火祭り）

ヒトは炎が大好き。炎を見ると，ほのぼのとした安心感。

明るさ・温かさでは電気機器が勝るのに...

原体験：ヒトは40数万年間，森に棲んだ身体的に弱い動物。

猛獣から身を守るには火が効果的。火があると安心
。

森を渡る風の音：森にいる感覚→音楽療法

川のせせらぎ：水の存在→音楽療法

花の香り：野山の感覚→アロマセラピー

他のヒトとの皮膚接触：群れにいることの確証・仲間感

→指圧・マッサージ・満足

sexual healing（本の題名）：

生殖目的には本来癒し感覚は不要？！あった方がよい？！

仲間感・存在を認め合う、だけど雌雄で求めるものが異なる



013-022    癒しを求めるのは古代回帰希求
ヒトは４０数万年間森の中で群れをつくって棲息：

植物収集・動物狩猟・護身に有利。

数千年前から次第に森を離れ：

植物栽培・動物飼育・小屋/家に住む
数百年前から社会的分業化：

植物栽培・動物飼育もしないヒトが増加

数十年前からコンクリートに囲まれた生活：

DNA記録では、40数万年間の森の記憶が圧倒的に多量
⇒DNA記録ー当代実生活間のdilemma 
精神的には癒しを求め、肉体的には生活習慣（急変）病

文明社会に著明な医療の重層

反論的疑問：当代、森に住むヒトは癒しを求めていないか？

所詮、ヒトは、根源的に煩悩・追求・欲望する存在？

Ÿ原初的霊・宗教的体験・環境を求める



013ー025 霊性と文化の発展

霊性は民族がある程度の文化段階に進まぬと

覚醒せられぬ。

日本民族についても今日の日本民族の一人びとりが

みな霊性に目覚めていて，正しき了解者だというわけ

にはいかない。．
．

霊性の覚醒は個人的経験で、最も具体性に富んだ

ものである。

（鈴木大拙：日本的霊性，p18、岩波文庫，岩波書店，東京，1972（大東出版社、1944））



013ー026      霊性と宗教意識

宗教というものから見ると，それは人間の精神が

その霊性を認得する経験である。．．

宗教意識は霊性の経験である。

（鈴木大拙：日本的霊性，p19.  岩波文庫，岩波書店，東京，1972（大東出版社、1944））



013ー027 日本的霊性

精神活動の諸事象の上に現れる様式には，各民族に相違
するものがある。
霊性の日本的なるものとは何か。
自分の考えでは，浄土系思想と禅とが，最も純粋な形でそ
れであると言いたい。。。自分は仏教を外来の宗教だとは考
えない。禅も浄土系も，外来性を持っていない。仏教は渡来
したというが，渡来したのは仏教的儀礼とその付属物であっ
た。．．神道各派が，日本的霊性を伝えていると考えてもよ
かろうが，神道にはまだ日本的霊性なるものがその純粋性
を顕していない。神社神道または古神道などと唱えられてい
るものは日本民族の原始的習俗の固定化したもので，霊性
には触れていない。

（鈴木大拙：日本的霊性，p20,  岩波文庫，岩波書店，東京，1972（大東出版社、1944））



013-030 WHO憲章改定考察への要求
1998年1月22日WHO憲章のレビュー：特別委員会報告

以下を挿入する

「健康とは，完全な肉体的，精神的，spiritualおよび
社会的福祉のdynamicな状態であり，単に疾病又は病弱
の存在しないことではない

Health is a dynamic state of complete physical, 
mental ,spiritual and social well-being and not 
merely the absence of disease of infirmity」

(津谷喜一郎ら：、健康のスピリチュアル・ディメンジョン(5)、東洋医学28(3):234,2000)



013-032 Constitution of the WHO
Constitution of the World Health Organization：

THE STATES parties to this Constitution declare, in   

confcrmity with the Charter of the United Nations, that  

the following principles are basic to the happiness, 

harmonious relations and security of all peoples:

Health a is state of complete physical, mental and  

social well-being and not merely the absence of disease 

or infirmity.

The enjoyment of the highest attainable standard of   

health is one of the fundamental rights of every human 

being without distinction of race, religion, political 

belief, economic or social conditions.

(confirmed September 21,2004 at http://www.who.int)



013-041  私見：霊性・宗教性（心）

特定の世俗的宗教・教派などに対する偏執的

心的状態をも含むが，さらにもっと根源的で拡大

されたものを意味し、自然界の事象、ことに生命

現象などについて考えるときに、現代科学では

理解・説明できず、造物主の存在・意思に気づき

畏怖・敬愛の念をもつ心的態度、あるいは

そのような心象の存在を認知・容認する心的態度



013-049 癒しは医療の原点

癒し：

本来、自発的・自動的

科学を超えた生命現象で造物主の行為

造物主を思考する心的態度は霊性的・宗教的

代替・相補・伝統医療：

癒し能力を活性化

癒しを促進する具体的・実際的技術（わざ）を提供

癒しは、医療の原点



015-008 なぜ、「現代の癒し」が求められるのか？
お互いに求め合うのが愛情行為：双方通行的

真の癒し：自動・自発的。神から一方通行。類愛情行為

宗教心：自動・自発的。神へ一方通行的。類愛情行為

現代は、真の愛情不在時代

継続には精神的・肉体的にお互いの妥協・受容・努力・忍耐が必要

Ÿ移ろいやすく、うっとうしい、うざい、煩わしい
「現代のcommercialized 癒し」：
ヒトの他動的行為pseudo-healing、healingoid
選択肢が多種・多様・多彩。 お金を払えば、簡単に手に入る

cf: マッサージ・リフレクソロジー：擬似愛撫
外食：擬似団欒体験共有 週末のコンビニ：人恋しくて集まる

自分のための癒しの石鹸・ブランドものプレゼント

携帯ゲーム機：癒しの男バージョン/女性疑似体験/生の女性は扱いが大変
携帯電話：直接会わなくてすむ接触

意識の表層：関わりたくない 深層：人とつながっていたい

愛情行為



015ｰ022 ホモサピエンス

＜人間（ホモ）＞が＜知慧（サピエンス）＞であるのは，

人間が＜物を作る（ファーベル）＞からであると主張し，

人間の生物学上の他の霊長類との相違は，道具を作る

こととの関係で最もよく理解されると主張する自然人類

学者の学派は，疑いもなく刺激的な命題を誇張している。

＜人間（ホモ）＞はまた＜遊ぶもの（ルデンス）＞でも

あるし，＜祈るもの（オランス）＞でもあるし，その他多くの

ものでもある。

（White  L: Machina ex deo,1968（青木靖三訳：機械と神、0134、みすず書房、東京、1999年）




